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本
史
料
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
古
書
肆
よ
り
購
入
し
、

所
蔵
す
る
古
文
書
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
。
紙
数
は
一
通
。
法
量
は

一
四
・
〇
糎
×
四
〇
・
四
糎
で
あ
る
。

原
状
は
切
紙
だ
が
、
年
号
が
付
年
号
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
も

と
は
折
紙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
裏
打
ち
も
さ
れ
て

い
な
い
ウ
ブ
な
文
書
で
あ
り
、
折
り
た
た
ん
で
い
く
と
虫
喰
跡
が
重

な
る
こ
と
か
ら
、切
紙
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

年
紀
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
七
月
十
九
日
、
戦
国
時
代
の

古
文
書
で
あ
る
。
釈
文
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

史
料
紹
介

元
亀
元
年
七
月
十
九
日
松
永
久
通
書
状

河
　 

内
　
　
将
　 

芳
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［
釈
文
］

    
和
州
十
市
郷
之
内
、」
竹
田
領
幷
小
嶋
」
領
等
事
、
可
被
成
」

御
知
行
候
、
恐
惶
」
謹
言
、

　
　

元
亀
元　
　
　

 
松
永
右
衛
門
佐

　
　
　

 

七
月
九
日　
　
　
　

 

久
通
（
花
押
）

　
　
　

 

石
橋
入
道
殿

　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る　

人
々
御
中

差
出
に
み
え
る
松
永
久
通
は
、
松
永
久
秀
の
子
と
し
て
知
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
。『
歴
名
土
代（

（
（

』
に
よ
れ
ば
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）

十
二
月
一
日
に
「
従
五
位
下
」
に
叙
さ
れ
、「
右
衛
門
佐
」
に
任
官

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
史
料
に
「
松
永
右
衛
門
佐
」
と
み
え
る

の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、『
厳
助
往
年
記（

（
（

』
永
禄
六
年
十
二
月
二
十
一
日
条
に
は
、「
松

永
彦
六
、去
十
四
日
家
督
請
取
」
と
み
え
、同
年
に
父
久
秀
よ
り
「
家

督
」を
譲
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、十
二
月
二
十
一
日
に「
出
京
」し
、

「
公
方
」
足
利
義
輝
へ
「
御
礼
申
」
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
年
後
の
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
五
月
十
九

日
「
辰
刻
、
三
好
人
数
・
松
永
右（

久
通
）

衛
門
佐
等
、
以
一
万
計
、
俄
武
家

御
所
へ
乱
入
取
巻
之
」、「
大
樹
」
足
利
義
輝
を
「
御
生
害
」
に
追
い

込
む
（『
言
継
卿
記（

（
（

』
同
日
条
）。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
月
、「
松

（
松
永
久
秀
）少

昨
日
上

（
足
利
義
昭
）

意
幷
織（

織
田
信
長
）

尾
へ
礼
在
之
、
和
州
一
国
ハ
久
秀
可
為
進
退
云
々
」

と
『
多
聞
院
日
記（

（
（

』
十
月
五
日
条
に
み
え
る
よ
う
に
、
義
輝
の
弟
で

あ
る
「
上
意
」（
足
利
義
昭
）
と
「
織
尾
」（
織
田
信
長
）
に
よ
り
、

父
久
秀
は
、「
和
州
一
国
」
の
「
進
退
」
を
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

畿
内
近
国
の
政
情
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

な
か
、
久
秀
・
久
通
父
子
は
大
和
支
配
に
腐
心
す
る
が
、
本
文
書
は
、

久
通
が
大
和
支
配
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
史
料

と
な
る
。

久
秀
・
久
通
父
子
の
主
君
で
あ
っ
た
三
好
長
慶
を
は
じ
め
と
す
る

三
好
氏
関
連
の
文
書
群
を
網
羅
し
た
天
野
忠
幸
編
『
戦
国
遺
文　

三

好
氏
編
』
第
一
・
二
・
三
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
三
～
一
五
年
）

に
も
本
文
書
は
お
さ
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
出
の
史

料
と
な
る
。

ま
た
、『
戦
国
遺
文　

三
好
氏
編
』
第
一
・
二
・
三
巻
に
お
さ
め

ら
れ
た
久
通
文
書
の
う
ち
、
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
一
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五
一
号
の
永
禄
八
年
四
月
二
十
九
日
松
永
久
通
書
下
（『
浄
福
寺
文

書
』）、
一
一
六
五
号
の
永
禄
八
年
六
月
日
松
永
久
通
禁
制
（『
成
就

院
文
書
』）、
一
四
二
六
号
の
永
禄
十
一
年
九
月
日
松
永
久
通
禁
制

（『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』）
の
三
通
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
て
も
、
本
文
書
の
存
在
は
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、

久
秀
・
久
通
父
子
は
、「
南
へ
陣
立
」、「
十
市
城
ノ
内
ニ
菅
原
調
略
筈

之
処
不
成
」
と
み
え
、
十
市
城
攻
略
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

ま
た
、『
二
条
宴
乗
記（

（
（

』
元
亀
元
年
七
月
十
八
日
条
に
は
、

「
城

（
松
永
久
秀
）

州
・
金

（
松
永
久
通
）

吾
は
知
行
ク
ハ
リ
」
と
み
え
る
が
、こ
の
「
知
行
ク
ハ
リ
」

と
は
、
天
野
忠
幸
氏
に
よ
れ
ば
、「
一
国
規
模
の
知
行
割
と
給
人
の

入
れ
替
え
を
実
施（

（
（

」
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
文
書
も
ま
た
、「
知
行
ク
ハ
リ
」
と
か
か
わ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
そ
の
内
容
も
、「
石
橋
入
道
」
に

対
し
て
「
十
市
郷
」
内
の
「
竹
田
領
」「
小
嶋
領
」
等
の
「
知
行
」

を
久
通
が
み
と
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
宛
所
の
「
石
橋
入
道
」
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
詳
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
書

き
止
め
が
「
恐
惶
謹
言
」
で
あ
る
こ
と
や
、「
御
知
行
」
と
い
う
こ

と
ば
づ
か
い
な
ど
か
ら
、
松
永
氏
と
は
主
従
関
係
に
な
か
っ
た
人
物

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
竹
田
領
」「
小
嶋
領
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
未
詳
だ
が
、

も
し
「
竹
田
」「
小
嶋
」
が
人
名
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、「
小
嶋
」
は
、

「
一
乗
院
方
御
坊
人
」「
子
嶋（

（
（

」
氏
に
系
譜
を
ひ
く
存
在
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、「
竹
田
」
も
「
十
市
氏
の
配
下
」「
竹

田（
（
（

」
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

両
者
と
も
に
、
久
秀
・
久
通
父
子
に
敵
対
す
る
存
在
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ず
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
闕
所
地
を
宛
行
う
か
た
ち
の

文
書
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
五
年
後
の
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

三
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、「
去
廿
三
日
ニ
塙
九
郎
左
衛
門
尉
当
国

ノ
守
護
ニ
被
相
定
」
と
み
え
、
信
長
家
臣
の
塙
九
郎
左
衛
門
尉
（
原

田
直
政
）
が
大
和
守
護
に
さ
だ
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
記
の
五
月
三
日
条
に
は
、「
十
市
郷
三
分
一
塙
九
郎
左

衛
門
尉
、
三
分
一
松
永
、
三
分
一
内
半
常
州　

半
後
室
、
朱
印
去
月
廿
七
日
ニ
定
了
」

と
み
え
、
十
市
郷
は
信
長
「
朱
印
」
状
に
よ
っ
て
三
分
割
さ
れ
、
そ

の
三
分
の
一
を
松
永
氏
が
知
行
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

松
永
氏
と
同
じ
よ
う
に
三
分
の
一
を
知
行
を
得
た
十
市
氏
で
は
、

そ
れ
を
「
常
州
」
と
「
後
室
」
で
半
分
づ
つ
に
し
て
い
た
こ
と
も
読
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み
と
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
後
室
」
と
は
、
十
市
遠
勝
の
後
室
を
意

味
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
娘
「
御
ナ
ヘ
」
は
、『
多
聞
院
日
記
』
同
年
七
月

二
十
五
日
条
に
「
十
後
ノ
御
ナ
ヘ
ト
金

（
松
永
久
通
）

吾
ト
祝
言
」
と
み
え
る
よ
う

に
、
こ
の
年
、
久
通
の
妻
と
な
る
。
本
文
書
に
み
え
る
十
市
郷
と
久

通
の
関
係
は
、
元
亀
元
年
以
降
、
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。
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